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看護部

今年も残り1カ月を切りました。寒さ厳しくなってきて、とても冷える日もありますが、今年最後まで元気いっ
ぱいに過ごしたいと思います。

内科健診がんばりました！

全員、スムーズに受
診することができま
した！

予防接種の記録等の
ご協力ありがとうご
ざいました。

２０２５年最後の保健だより
となります。次回は２０２６年２月
にお会いしましょう！
楽しいイベントたくさんの年末年始となりますが、
『早起き・早寝』を心掛け、よいお年をお迎えくだ
さい。

食事中の誤嚥を予防しよう
0～2歳児の気管の太さは、トイレットペーパーの芯…ではなく、なんと「ストロー1本分
（約6〜7mm）」しかありません。
また、「噛む力」や「飲み込む力」が未熟で、異物を吐き出す「咳をする力」も弱いため、
一度詰まると重大な事故につながりやすいのです。

豆・ナッツ類

（ピーナッツ、節分の豆など）

お餅、のり・パン
粘り気が強く、喉に張り付きます。

丸くてツルッとしたもの
(ミニトマト、ブドウ、飴、うずら
の卵、球形のチーズ、ソーセージ）

固く噛み切りにくいもの

(りんご、水菜、もやし、エビ、
キノコ類、肉）

唾液を吸収して飲み込みづらいもの

(鶏ひき肉のそぼろ煮、ゆで卵、煮魚)

注意が必要な食べ物と対策

・5歳以下には与えません！

・3歳未満は特に注意！
・１口ずつ飲み込んでいるこ
とを確認しながら与える。

・4歳未満では球形のものは
1/4にカットする。

・ソーセージは縦半分に切る。

・離乳完了まではリンゴは加熱する。
・水菜・もやし、きのこは1㎝に切る。
・お肉も細かく切る。

・そぼろ煮は豚肉とのあいび
きで使用する。とろみをつ
ける。

・ゆで卵は細かくし、何かと
混ぜる。

もしも、つまらせてしまったら

食事中の注意

・立ち歩きながら食べない。
・泣いている時や眠そうにしている時は食べ物を口
に入れない。

・1口ずつ、飲み込んだのを確認してから、食べさ
せる。

・３歳未満では、食事中に子供から目を離さない。

迷わず119番をして、救急車の到着まで上記の方法
で異物除去を行います。
異物が除去され、呼吸が戻っても、念のため、病院
受診をしましょう。
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